
























































がんサバイバーへのポピュレーション介入のための Webプログラムの開発の移行過程として、 DVD(SAT 
電子自己学習プログラムの DVD版)によるグループストレスマネジメント効果の検討をする。介入群は


















られなかった。 (3) インターネットで無料配信した Webプログラムによる、がんサバイバーのストレスマ
ネジメント効果を、ストレス行動特性の自己抑制度、感情認知困難度について検討したところ、いずれも有
意な改善が認められた。
(考察)
(1)がんサパイバーを対象とした SAT療法を用いた先行研究の偲別介入法では有効性が報告されている
が、今回それを集団介入法でもちいても有効性が示された。 SAT療法の特徴である、過去の記憶に依存し
ない、あるがままの自己イメージを再構築するためのイメージワークを採用したことで、がんサバイパ一個
人の本来のあるがままの自己での自己報酬追求型の生き方としてのストレス耐性の高い行動特性に改善され
た。つまり、素直に自己表現し孤独に一人で抱え込まず、必要な時に支援を求め、また問題を抱えた時には
積極的に立ち向かえる自己報酬型行動特性への変化がみられ、生化学的な検査でもストレス耐性が向上した
ことを裏付けている結果となっています。介入群の DVD化した SAT法電子学習プログラム視聴前後の比較
では、 SIgAについては有意な増加が認められ、ストレス緩和効果があることが示唆された。また、心理特
性については、問題解決型行動特性を除く全ての心理指標の改善が確認され、「あるがままの自己jへの気
づきを促すために、本人の持つ過去の記憶情報に頼らない方法を用いることで、抑うつ度の軽減効果がみら
れ、自己表現し、必要時には自己解離することなく周りに助けを求めることのできる行動特性への変容が促
されることが示唆された。
(3) SAT法をもちいた Web電子自己学習プログラムによるがんサバイパー・ポピュレーションに対する
ストレスマネジメント効果を検討したところ、ストレス蓄積性の高い行動特性である自己抑制度・感情認知
困難度の改善効果がみられたことで、参加者が本電子自己学習システムにより、各自のベースで学習し、ス
トレス耐性の高い行動特性へ改善されたことが示唆された。
(結論)
がんサパイバーのポピュレーションに対して、彼らの過去の記憶に依拠することなく、あるがままの自己
を慈しむ笑顔の養育者イメージを再構築する Webプログラムのイメージワークによって、周りを恐れてス
トレス蓄積性の高い他者報酬型行動特性からあるがままの自己を活かすことでストレス耐性の高い自己報酬
型行動特性が促されるツールとしての有効性が示唆された。が、最後までWEBによる自己学習を進められ
た比率がすくないので、もっと容易に進められる改良版が必要といえる。
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審査の結果の要旨
本研究は、今後500万人を超えることが予測されているがんサパイパーのポピュレーションに対し、彼ら
のSPDを含むメンタルヘルスを改善させるプログラム開発の一環として、 Webを用いた SAT電子自己学習
プログラムを活用して、先行研究でがんサバイバーのストレスを持ちやすい行動特性やメンタルヘルスが改
善するかについて Web電子自己学習プログラムの有効性を検討し、一定の有効性を示唆するエピデンスを
得た。がんサパイバーのポピュレーションに対し、 Webを用いた電子自己学習プログラムを活用して、ス
トレスを持ちやすい行動特性やメンタルヘルスが改善するかについての検討はこれまで世界にみてもまれで
ある。本研究で明らかになった知見は、ヘルスカウンセリング学に関連した専門雑誌の2つの原著論文に掲
載され、専門分野での評価を得ており、そのオリジナリティを評価したしh
平成 23年 12月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(ヒューマン・ケア科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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